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　現在，新型コロナウイルス感染症（COVID‒19）の状況は第 6波の真っ只中にあり，1日
あたりの感染者数が史上最高を更新し，東京では 2022年 1月 22日に 1万人を超え（11,227
人），全国では 54,572人となっている。感染しないよう感染させないようにとのことで，家
族以外との会食は避け，昼ご飯は黙食し，家と職場を往復する生活を 2年近く継続してい
る。政府の COVID‒19対策分科会の尾身会長の「人流抑制よりも人数制限」と，小池東京都
知事の主張する「ステイホーム」との整合性が話題となっているが，われわれ医療職の多く
は人流抑制も人数制限もどちらもしている。2022年 1月末の患者数は右肩上がりであるが，
本誌がお手元に届くころにはピークを越えて，減少傾向になっていることを強く願う。
　さて，COVID‒19はわれわれの生活に大きな影響を与えた。COVID‒19関連の流行語を
ネットで調べてみると，「三密」，「stay home」，「social distance」などの感染予防の啓発の
言葉のほかに，「アベノマスク」，「Go Toキャンペーン」など政治的判断の入った言葉や，
「ウーバーイーツ」，「テレワーク」，「オンライン会議」，「オンライン飲み会」などの新しい
業種，働き方，生活方法に絡む言葉も含まれている。「完全オンライン」や「ハイブリッド」
の講演会や学会は，移動の時間と宿泊の負担を省いてくれるため，学会の参加者が増え，
postコロナの時代も残りそうである。オンライン会議を使えば，移動時間と交通費が節約で
きるが，立ち話で済む気軽な情報交換や，相手の反応を見ながらの交渉はできない。コロナ
禍で必要に迫られて電話再診を行ってみると，定期的に通院されていた患者であれば声を聴
くだけで，およその状態がイメージできることがわかった。皮膚科に遠隔診療や電話診療は
なじまないという考えは変わらないが，なんでも適応できるものだと我ながら感心する。
　今月号は，COVID‒19の特集である。山田秀和先生が COVID‒19による皮膚症状を， 
白濱茂穂先生が COVID‒19に対するワクチン接種で生じる皮膚症状について総説を書いて
くださった。さらに，この 2年間に投稿されたCOVID‒19に関連する症例報告が集まってい
る。COVID‒19による皮疹やワクチンによる皮疹は，因果関係があるのか，偶然の合併なの
か判断に迷うことがある。症例報告の集積は的確な診断や対処法を導き出してくれる。
COVID‒19への対応で忙しいなか，貴重な第一報を早期に報告していただいた著者の先生方
に感謝したい。
 （林　伸和）
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